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「国際機関実務体験プログラム」（横浜国立大学） 

2025 年度 (夏期) 参加者募集要項 

趣旨 

公益財団法人 横浜市国際交流協会（YOKE）では、2004 年 6 月に横浜国際協力センター（西区みなと 

みらい 1-1-1、パシフィコ横浜）へ移転したことを契機に、横浜市が誘致している国際機関等と市民の 

活動を直接つなぐ取り組みを推進しています。次世代を担う青年層に、国際協力・国際交流・在住外国 

人支援等の分野での業務に携わる機会を提供し、実務体験を通じて、グローバル化が進む次世代において 

活躍する国際性豊かな資質と行動力を育むと同時に、日頃の研究や活動に寄与することを目的とします。 
 
 

主催 公益財団法人 横浜市国際交流協会（YOKE）と６大学（※）との協働事業 

    ※神奈川大学・國學院大學・フェリス女学院大学・明治学院大学・横浜国立大学・横浜市立大学 

（順不同） 

対象 横浜国立大学の学部または大学院に在籍する者・・・・1 名 
 
 

体験・研修先  

独立行政法人 国際協力機構 横浜センター（JICA横浜) 

国際協力機構（JICA）は日本の政府開発援助の実施機関として開発途上国に対する協力を担う機関です。専門家・

ボランティアの派遣、研修員の受入れ、機材供与、開発資金の許与等様々な事業を行っています。JICA横浜は神

奈川県及び山梨県における JICA の拠点として、地域における国際協力と市民参加を推進しています。

https://www.jica.go.jp/yokohama/index.html 

 

応募条件  
 

1  2025 年 8～9 月の夏休み期間中に、合計 75 時間の職務体験が可能であること（日程は別添資料参照） 

  受入機関の募集内容に記載の「学生の参加が予定される主な日程」の参加を優先できること。 

2  プログラム終了後、6 大学共通様式の学生アンケート及び報告書を提出すること 

※上記とは別に大学所定の体験レポートを提出いただきます。(ホームページなどで公開することがあります) 

 

プログラム説明会 

プログラム内容についてのオンライン説明会を下記の通り行います。（他大学との合同開催） 

① 5 月 28日(水) 12 時 15 分～12 時 45 分  

https://zoom.us/j/93364802714?pwd=JXKkf8BjcNjkgQynhLRagPjhHu9QQz.1  

ミーティング ID: 933 6480 2714  パスコード: 0528  

 

② 5 月 29日(木) 12 時 15 分～12 時 45 分  

https://zoom.us/j/97585081824?pwd=KmnaHMocaPbVdba0RzKDktdSB6pfSY.1  

ミーティング ID: 975 8508 1824  パスコード: 0529 

 

 

 



 

 

応募方法   

応募希望者は下記のフォームからエントリーしてください。 

応募期間 2025年 5月 28日（水）～6月 16日（月） 

https://forms.office.com/r/G5hjRPiHQU 

応募者が定員を越えた場合は抽選を行い、6月 23日（月）に結果を通知します。 

 

留意事項  

◆参加者として決定した場合は原則、辞退は認められませんので内容をよく確認の上、エントリーしてください。 

◆プログラムにかかる交通費・昼食費等は、自己負担となります。 

◆参加学生がプログラム期間中に不慮の事故等により負傷を被った場合、又は賠償の責任が生じた場合は、 

学生が加入する保険によって対処してください。（ボランティア活動保険費は本人負担） 

◆やむを得ない状況により、プログラムの一部または全部を中止せざるを得ない場合があります。予めご了承く

ださい。 

 

問合せ先  

◆応募および選考について：〒240－8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台 79－8 

横浜国立大学 

学務・国際戦略部グローバル推進課 

留学交流係 

global.exchange@ynu.ac.jp 

◆プログラム内容について：〒220－0012 

横浜市西区みなとみらい 1-1-1 

パシフィコ横浜、横浜国際協力センター5 階 

公益財団法人 横浜市国際交流協会（YOKE） 

グローバル人材育成支援課  課長：岩岡敏文 

同課            担当：布施裕子 

TEL：(045) 222－1174    FAX：(045)222－1187 

連絡先 Email：g-career@yoke.or.jp 

参照 「YOKE 研修生体験記」http://infoyoke.blogspot.com/ 

                       

https://forms.office.com/r/G5hjRPiHQU
mailto:g-career@yoke.or.jp


2025年度国際機関実務体験プログラム（夏期）募集内容 【JICA横浜】 

＜受入れ機関について＞ 

団体名 ＪＩＣＡ横浜 所長 大野 裕枝 

所在地 〒231-0001横浜市中区新港 2-3-1 

独立行政法人 国際協力機構 横浜国際センター（JICA横浜） 

交通手段：みなとみらい線「馬車道駅」徒歩 8分、「みなとみらい駅」徒歩 10分 

     又は JR及び地下鉄「桜木町駅」「関内駅」徒歩 15分 

 

担当者 

 

ﾌﾘｶﾞﾅ 

氏名 

ヤマモト コウスケ/タナカ コウヘイ 

山本 耕輔 / 田中 浩平 

役職 JICA プラザよこはま担当 

電話 045-222-7176 FAX 045-222-7162 

Email jicayic-plaza1@jica.go.jp HP www.jica.go.jp/yokohama/ 

組織 国際協力機構（JICA）は日本の政府開発援助の実施機関として開発途上国に対する協力を担

う機関です。専門家・ボランティアの派遣、研修員の受入れ、機材供与、開発資金の許与等様々な

事業を行っています。JICA 横浜は神奈川県及び山梨県における JICA の拠点として、地域における

国際協力と市民参加を推進しています。 

活動分野 神奈川・山梨と開発途上国とを結ぶ架け橋として、途上国からの技術研修員の受入れ、移住者・

日系人の支援、JICA 事業や国際協力についての情報提供、開発教育支援、自治体・NGO・大

学・民間企業等による国際協力への参加・取り組みへの支援等を行っています。 

＜プログラム概要＞ 

受入れ人数 國學院大學・横浜国立大学・横浜市立大学・より各 1名、計 3名（予定）   

応募資格 1．学部または大学院に在籍している者（学年は不問） 

2．国際協力を専攻しているか、強い関心を有している者 

3. 開発教育（国際理解教育）に関心を有し、自ら実践する意欲を持つ者 

受入れ期間 

と時間数 

 

1．期 間：2025年 8月 7日（木）～9月下旬 

2．時間数：1日 4 ～8時間程度、計 75時間程度 

3．頻 度：上記期間中の木曜日（原則、全員必須）および月・火・水・金曜日の 

10:00～17:30の間で適宜調整 ※土日にイベント参加予定があります。 

4. 方 法：対面及びオンライン（自宅等）での実習 

学生の参加

が予定される

主な日程 

1. 受入担当者との面談（オンラインまたは対面）： 

2025年 7月 7日(月)～25日(金)9：00～17：00の間で１時間程度 

2. オリエンテーション（於：YOKE）： 

2025年 8月 6日(水)：14：00～15：00  

3. 中間報告会：8月 27日(水)または 29日(金) 

4. 最終報告会：9月 24日(水)または 25日(木) 

5. 国際機関訪問（任意）：8月～9月中、最大 8機関、各機関 1時間程度 

6. その他：ベトナムフェスタ 9月 13日（土）もしくは 14日（日） 

※どちらか１日にご参加いただきますが、両日とも調整可能であることが必須です。 

※上記の日程を優先できることを条件といたします。1.2は実習時間に含まれません。 



 

2025年度(夏期) 【JICA横浜】 

実務体験の業務

内容（予定） 

 

1. JICA横浜が行う開発教育支援プログラムの準備・実施の補助 

2. JICA横浜が行う展示業務の補助 

3. JICA横浜が行う国際協力関連セミナーへの参加（予定） 

4. JICA横浜海外移住資料館業務の補助 

5. JICA横浜が行う研修員受入事業への参加 

6. JICA横浜施設管理業務の補助 

7. 市民向けイベント等の準備・実施の補助（※ベトナムフェスタ等） 

8. その他 JICA 横浜関連業務の補助 

求められる 

知識や関心、 

技能等受入れ 

条件 

1. プログラムに必要なあるいは、望ましい、知識や関心、技能など 

 ・パソコン操作能力(ワード、エクセル程度。パワーポイント尚良し。) 

 ・英語による基礎的な会話能力 

 

2.「こういう学生に来て欲しい！」 

・特定の業務ではなく様々な仕事をお願いすることになるため、どんな 

雑用でも嫌がらずに、前向きに対応できる方。 

・様々な来訪者があり、多様な機関の方々との連絡応対も 

あることから挨拶等の基本的なマナー、一般常識が身についている方。 

・チームとして仕事を進めていくことから明朗で協調性のある方。 

  ・多様性を尊重して、コミュニケーションが図れる方。 

 

3. 服装 

 ・来客対応があることを前提とした服装。 

  （動きやすい服装が望ましい場合は、事前にこちらより指示致します） 

 

4. その他の条件 

・事前にボランティア保険に加入して下さい。 

 


